
子どもの虐待早期発見のためのリスクアセスメント（初版） 
－熊本大学大学院医学薬学研究部法医学分野－ 

 
関係機関：       ID記号：        調査日：平成  年  月  日（  ）  回目 

             記入者：所属                              氏名           

基本情報                           （連絡先）電話番号                     

・子ども 

  年齢：  歳  ヶ月 ♂・♀ （ 乳児 ・ 幼児 ・ 保育／幼稚園 ・ 学童期以上 ） 

・家族構成：合計    人（本人含む） 

  父親：  歳（実・義） 母親：  歳（実・義） 同居人（間柄）：   （  歳）・   （  歳）  

  兄弟姉妹（  人）：  歳 ♂・♀    歳 ♂・♀   歳 ♂・♀    歳 ♂・♀

         家族構成図 

 

∴-∵-∴-∵-∴-∵-∴-∵-∴-∵-∴-∵-∴-∵-∴-∵-∴-∵-∴-∵-∴-∵-∴-∵-∴-∵-∴-∵-∴-∵-∴-∵-∴-∵-∴-∵-∴ 

 
アセスメント  ・大項目（Ⅰ～Ⅵ）において、各カテゴリー（A～E）はそれぞれのチェックリスト（1～8）をつけてからアセスメントして下さい。 

  リスクの程度 ０：非該当 １：判定保留 ２：特に問題なし ３：低 い ４：中程度 ５：高 い   

Ⅰ 虐待 
 A 虐待の程度：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 

1 □ 頭部外傷、胸腹部外傷、火傷、溺水、脱水症状や栄養障害など生命に危険な状態にある。 

2 □ 骨折、眼の障害、鼓膜裂傷など身体的障害を残す危険がある。 

3 □ 不自然な外傷や火傷がある。（部位：         程度：          ） 

4 □ 不自然な皮下出血や擦過打撲傷、手指や道具を使ったような傷跡がある。 

 B 受療の態度：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 

1 □ 治療や検診を受けさせないか、または拒否的である。 

2 □ 子どもが受けた外傷や状況と養育者の説明のつじつまが合わない。 
3 □ 隠そうとする不自然な言動がある。 

4 □ 勝手な外来治療中断や転院、入院拒否、入院後の子どもとの接触が少ない。 

 C 虐待歴および継続：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 
1 □ 繰り返し、常習性がある。新旧混在する傷（跡）や多発性骨折がみられる。 

2 □ 衝動的である。 

3 □ 子どもを何日間も放置する。 

4 □ 以前に虐待のために入院か施設入所になっている。 
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 D 性的虐待：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 
1 □ 性的虐待を受けている（疑いがある）。 

2 □ 胸部、性器、肛門及びその周辺に外傷がある。 

3 □ 性病（感染症）にかかっている。 

4 □ 若年妊娠している。 

5 □ 年齢不相応な性的知識や性的言動がある。 

Ⅱ 機関介入 
 A 協力態度：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 

1 □ 機関介入時に問題がある。（関係機関名：         問題：             ） 
2 □ 援助に無関心、拒否的である。 

3 □ 調査に対して著しく拒否的である。 

4 □ 医療援助に対して拒否的である。 

5 □ 訪問されることを拒否する（接触困難）。 
6 □ 返事はよいが、実行されなく、援助の効果が期待できない。 

B 情報：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 

1 □ 近隣者からの情報がある。（内容：                           ） 
2 □ 近親者からの情報がある。（内容：                           ） 
3 □ 関係機関からの情報がある。（内容：                          ） 
4 □ 子ども自身、あるいは養育者から援助を求める声がある。 

 Ⅲ 子ども 
A 身体的状態：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 

1 □ 発育（発育不全・身体的障害など）に問題がある。（内容：                ） 
2 □ 発達（発達不全・知的障害など）に問題がある。（内容：                 ） 
3 □ 健康状態（病弱・アレルギー体質など）に問題がある。（内容：              ） 
4 □ 頭痛・腹痛などの不定愁訴をしばしば訴える。 

B 精神的状態：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 
1 □ 無表情で、凍てついたような凝視が見られる。 

2 □ おどおどするなど緊張が強い。 

3 □ 情緒不安がみられる。 

4 □ 異常なまでにスキンシップを求める、または極端に大人を嫌う。 

5 □ 精神状態の悪さが原因と思われる問題がある。（内容：                  ） 
  C 日常生活：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 
 1 □ 毎日を楽しく過ごしていない。 

 2 □ 家族とのコミュニケーションやスキンシップがうまく取れない。 

3 □ 髪や衣類などが不潔である。 

4 □ 朝食をきちんと摂らずに登校・登園する。 

5 □ 食習慣や食欲に問題がある。（内容：                          ）
6 □ 学校・幼稚園・保育園などに定期的に通っていなく、欠席・遅刻・早退が多い。 

7 □ 外で遊ばない、友達と仲良く遊べない、一人きりで遊んでいる。 

8 □ 年齢不相応な行儀の良さなど過度のしつけの影響が見られる。 
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 D 気になる問題行動：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 
1 □ 攻撃的な言動がみられる。（内容：                           ） 
2 □ 子どもに気になる習癖行為がある。（内容：                       ） 
3 □ 怠学、万引き、暴力、深夜徘徊、家出などの問題や非行がある。 

4 □ 虚言癖、引きこもり、自傷行為などがみられる。 

5 □ 極端に養育者をかばうことがある。 

 E 意志・気持ち：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 

1 □ 家に帰りたがらない。 
2 □ 養育者を極端に嫌う、またはなつかない。（養育者との血縁関係：          ） 
3 □ 養育者に不満がある。（内容：                             ） 
4 □ 養育者を極端にかばうような話をするか、または養育者や家庭のことを話したがらない。 

5 □ 養育者同伴と子どもだけの場合の話が大きく異なる。（内容：               ） 
6 □ 通常では想像できない異常な感情や行動が子どもにある。（内容：             ） 

 Ⅳ 養育者 
 A 精神的状態：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 

1 □ 無気力、躁鬱的、精神症状（ノイローゼなど）がみられる。 
2 □ 過度なストレスがある。（内容：                            ） 
3 □ 養育者が精神的な問題で治療（服薬・カウンセリングなど）を受けている。 

4 □ 養育者が「死にたい」、「殺したい」、「心中したい」などをほのめかす。 

 B 成育環境：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 

1 □ 被虐待歴がある（  父 ・ 母  ）。 
2 □ 自分の親に愛されなかった想いや恨みがある。 

3 □ トラウマ（心的外傷）がある。 

4 □ 性格的に問題がある。（内容：                             ） 
 C 社会的環境：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 

1 □ 対人関係が苦手、協調性がない、孤立的である。 
2 □ 相談相手や援護者がいない。 

3 □ 保育園や幼稚園などを利用しない。 

4 □ 転勤や転居が多い。 

 D アルコール・薬物等：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 

1 □ アルコール・薬物などに依存している、もしくは過去にしていた。 
2 □ 酔うと暴力を振るったり、人格が変わる。 

3 □ シンナー・覚醒剤などの乱用の疑いがある。 

4 □ パチンコ、競輪、競馬などのギャンブルに凝る。 

 E 子どもへの感情・態度： ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 

1 □ 子どもを極端に嫌う、憎む。 
2 □ 望まぬ妊娠であった。 

3 □ 子どもを受容できない。 

4 □ 通常では想像できない感情や行動が養育者にある。（内容：                ） 
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Ⅴ 家庭環境 
 A 夫婦問題：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 

1 □ 夫婦不和である。 

2 □ 家庭内暴力（ドメスティック・バイオレンス；DV）がある。 

3 □ 無計画な妊娠や出産。 

4 □ パートナーが育児に非協力的である。 

5 □ 単親家庭や別居、家出、未婚、離婚などよって養育者の物心が安定していない。 

6 □ 連れ子の再婚である。 

 B 経済問題：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 
 1 □ サラリーローンなどの借金苦である。 

2 □ 金銭感覚に問題がある。 

3 □ 経済的に生活苦である。 

4 □ 就業状態に問題がある。（内容：                            ） 
 C 生活・家族環境：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 

1 □ 不衛生で劣悪な居住環境であり、それを改善する意志がない。 

2 □ 生活環境の安全への配慮がない。 

3 □ 家族構成が複雑、家族や親族間に問題がある。（内容：                  ） 
4 □ 夫婦間または子どもと養育者間の年齢差による問題がある。（内容：            ） 
5 □ 祖父母の有無による影響がある。（内容：                        ） 

Ⅵ 養育態度 
 A 虐待の自覚：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 

1 □ 虐待を認識していない、または虐待を認めようとしない。 
2 □ 体罰を容認している。 

3 □ しつけと主張する。子どもの年齢に不相応な過度なしつけをする。 

4 □ 子どもの健全な発育・発達に好ましくない問題がある。（内容：              ） 
 B 養育の意欲・能力：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 

1 □ 意欲がない、育児怠慢（ネグレクト）がみられる。 

2 □ 養育態度に極端なムラがある。 

3 □ 知的障害がある。 

4 □ 能力の低下がみられる。（内容：                            ） 
 C 養育知識・経験：  ０  １  ２  ３  ４  ５ （備考：            ） 

1 □ 若年の養育者である。 
2 □ 知識不足、不適切な養育がみられる。（内容：                      ） 

3 □ 子どもに対して過剰な期待がみられる。 

4 □ 子どもの異常や変化に気づかない。 
 

  集計 ０：    １：    ２：    ３：    ４：    ５：     

【機関内事務局への要望】 

［ すぐに（ 調査 ・ 対処方法 ）を検討して欲しい ・ （             ）へ連絡して欲しい  ・ 今回は一応報告まで ］ 

 要望内容： 
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